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在圃期間の短縮による夏作物への悪影響があれ　それを

軽減するために晩播適応性品種の選択や耕桓法の改良も

必要となる．

鳥作

－1‘∴
洲『鮭鷹瑚利和印潮解豆ク頓量

ドリ′レβ区は前二者の中間的をもので，麦，■大豆とも

様式中では多収を示し，収量的には満足出来るが，夏作

の鋸械化栽培は不可能で，作業の単純化と省力化の点か

らは不充分である．

以上のことから＼麦一大豆裏作の小型機械化は間作維

持の形で可能であるが，将米の省力多収の方向からみれ

ば中途半端であ少，生産性の飛鰯的同上には，間●作を廃

した作業の単純化と共に，大型機械化一貫作業のための

作付様式と栽培法の体系化を行わねばならなレ・

大　豆　新　品　種「白　目　長　葉」に　つ　い　て

土井健治郎・佐々木邦年・古沢典夫

（岩　手県鳥試）

t　　ま　え　が　尊

大旦増収法の一つとして．野植栽培が，非常に効果的

で．岩手県北の現地試験の結果では107－ル当少，自自

民案で6価．5鞄の多収も記録されている．如何なる栽培法

に於ても．同様であるが．特に，智植栽培の地合には，

品種の適応性と云うことが．最も大切で．とくに．革型

AJ型の様な早生で蔓化性の低い倒伏し難いものが要望

される．

岩手県に於ては，北海道ユタ導入された十勝長葉が最

も通し，収量を上げている．しかし，十勝良妻は粒が小

さく，　色が膿胸で．品質的には極めて不良のため，販

充用として．不利な品種である．従って，野棺に適した

白目良質品種の選抜が急務となった．岩手農試ては，昭

和試年度工少，県北地帯の在米桂として．栽培されてい

るものに，長集の白目良質のもの徴見出し，野植適応性

を検討しながら．選抜固定を行った結果一　昭和租年度よ

少智植用大豆品種として，奨励品種に編入した・

2．品種来歴と特性の概要
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来歴は，岩手県北の二戸，九戸郡に於て，栽培されてい

たもので，導・入先は．北海迫とも考えられる．特性につ

いては．開花．成熟が十勝枝葉よ少4－5日かそい早生

乃至蝕早生種である．花色は白，毛筆色は白毛で，勉め

て細い枝葉で，葉色は濃緑である．垂良は．十勝良薬エ

カヤ＼短い牡鹿で，特に．美化．倒伏性が細めて低い．

着爽政は．十勝長葉上カヤゝ厳であるが．粒が大きく．

百枚重は十勝長秦より約10gほど重く巨巷一缶g位であ

る・以上の特性から行植適応性が大きく，裂美佐が低い

から機械化栽培にも好適する．

病害抵抗性については，黒痘病に強く．紫朗病は出に

くいが，ウイルス病に・は強くないので．温暖を平担地帯

では．腐糀粒が出やすい・又．シンクイムシの防除は，

必ず行うことが大切である．

乙　栽培のやり方と適応見込地帯

この品種は．野棺栽培，とくに機械化栽培が可儀で，

暦楕することによって多収が期待できる．野楢の地合の

施肥宜は．今までエカも　－5割ほど増肥した方がよい．

成　績　の

1王汀

又・機械拗種が出挙をい吻合には，睦巾甜爪．株間5叫

1本立でIUアール当少4万本程度とする．この拗合に∴

実際には10アール当れ紡踵量がほ晦（約8升）をバラ

描きすると4万本が確保できる．又，裂来しがたいため

収穫には機械刈も可能である．

適応見込地帯としては．従米の十勝長秦の栽培地席の

ほか．県北地帯に於ける多肥笥植多収をねらう地席に適

し，又．県中部以南に於ては，ヤゝ晩植することによっ

て栽培が可能である・何れの吻合も白目良質であること

から．賊充用として有望である．

4・現在実施している選抜のあらまし

以上述べた如く．白目長乗は轡椎に最も適した白目良

質品桂であるが．病者抵抗性．その他の欠点もみられる

ことから．史に．優良品桂の選抜を目懐として，昭和訂

年度よ少県下㌘ヶ所ユタ大豆種子を蒐集し．即系統を選

抜した・これらのものは．大体．AβCの3型に分類す

ることが出米る．

槻　要
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1

（月日）

7 ．下

（月日）

9 ． 下 白 自 ヤ　 、　 短 極　　　 細 無 ヤ　 ・　 難

2 ■ ● ′ ■ ● ● ■

8 ′ ● ′ ● ● ′ ′ ′

1 1 ′ ■ ● ′ ′ ′ ′

1 2 ′ ′ ′ ′ ′　　　　　　　　　　　　　 ′ ′

2 5 ′ ′ 淡　　　 掲 短 細 ■ ′

2 6 ∫ ■ ′ 自 ヤ　 ・　 短 極　　　 絶 ■

1 0 ● ● ′ ′ ■ ′

2 0 ．2 1 ．2 8 ′ 紫 淡　　　 櫨 短 終　　　 日 納 病 中 ′

2 2 ．2 4 ′ ■ ′ ・　　　　　 無 ●

き．a （変）】麹（変） 8 ．．上 10 ．上 ■ 腱　　　 棍 中 ヤ　 、　 御 ′ 極　　　 難

6 ．14 ．15．16．17．27 7 ．下 9 ．下 自 自 ヤ　 、　 短 極　　　 細 ■ ヤ　 ・　 維

4 ．7 ．13 ．18 ．19 ′ 9 ．下 紫 汲　　　 渇 短 細 ′ ヤ　 ・　 難

5 ■ 山 ・上　 ■ ′ ■ 短 ′ ′ 極　　　 難

系　 統　 番　 号
子　　 実　　 の　　 特　　 性 型　 の

分　 類
有 望 度

100 粒 重 粒　　　 形 粒　　　 色 色 腐珪粒の多 品　　　 質

1
（g ）

8 0 楕　　 円 黄　　　 白 無 中 上 A ●

2 8 0・ ■ ● ■ 中 上 A ●
8 2 6 － 2 8 ′ ′ ■ 中 上 下 一下 A ●

1 1 2 8 ′ ′ ● ヤ　 ・　 多 中　　　 上 A ⑬

1 2 8 0 扁　　 ・昧 ′ ′ 中 上 A ●
2 5 2 8 ・－8 0 球 貴 白 帯緑 ● 中 上 下 一上 β ●

2 6 3 0 － 3 2 楕　　　 円 ■ ■ 中 上 A ◎

1 0 2 5 － 2 7 球 費　　　 白 ′ 中 中 A ○

20 ．21 ．28 2 8 球 ′ ■ 中 上　 ノ　 下 β ○

22 ．24 2 8 扁　　　 球 ● ′ 多 上　 ノ　 下 β △
8．m （変）訊く変） 2 8 球 費 白 帯緑 ′ 少 中 C △

6．14．15．16．17．訂 2 8 球 鼻　　　 白 ′ 中 中　 ノ　 上 A ×

4．7．13 ．18 ．19 2 7 扁　　　 球 ● 中 中 β ×

5 2 7　　　　　 球 ′ ′ 少 中　 ノ　 下 C 〉く
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A型‥開花が7月下旬，成熟が9月下旬で・一般忙早

い．花色及毛♯色は白で・室長短く・粂巾は趣く細い・

葉色はあざやかな番線である・首粒重は80g内外で，ノ

裂蒸し難く，品種は極めて良い・

β型：開軋成熟が－A型よ少やゝ早いか同税匿であ

る．花色が魚で．毛草色は淡侭である∴室長は・A型と

同程度で．棄巾は，A型よりヤゝ広い・葉色は・ヤゝう

すレ．製薬し敷く，品質がヤゝ良い・

C型‥開花が．A・β型よ少おそく・8月上旬で・成

熟は10月上旬で．中一晩生踵である・花色は紫で・毛草

色は嘘帽である・垂良は中であるが・地際から下位分枝

までが特に長い・棄巾は中泉に近い・粒型は球で・粒色

は菌白であるが，ヤゝ緑がかつている・裂兼任は極めて

雌である・

以上は昭和訂生皮の結果であるが・比較的早生で耐病

性良質のものも2－8兄いだされていることをここに報

告する・

馬鈴薯萌芽抑制剤としてのDBNの使用方法に関する試験

西　　入　　恵　　二

（東　北　農　試）

馬鈴薯の扇芽抑制に関する試験の一環として，旭6ト記

年にわた少かβ〃（2，6－蛮血匝扉閻紺血恒心）の使用

方法拉びに効果について試験したのでその概要を報告す

試験実施上御指導・を賜った鳥取農業試験地良工藤壮六

氏．農業技術部長木坂渕旨光氏に乾く感謝する・

1．　試’験方　法

L　供用品種　男爵馨及び農林1号

之　処理時期　秋（11月10日）及び春（4月16日）の

2時期．

a　処理方法拉び忙貯蔵方法

秋処理区については上妃2品種1区10晦の塊垂をリン

ゴ箱大の木箱に詰めながら．′J、型節を用いて塊茎100軸

当少成分0・05－1・Ogをふ少かけ・蓋をして地下室に収

納（凡そ1－7℃），翌春4月10日屋内に移し・6月旭

日まで貯威（凡そ6一瓢℃）・春処理区は男爵者を供用・

屋内で木箱及びデシケークーにおける象の有無拉びに薬

剤の処理位直等を検討・なおかβ〃は粉剤（成分2％含

有）を用い．使用曲鹿は予侮試験（1兆1年4月一一6月）

の結果から決定した・

も　呼吸量乾びに炭水化物含桑

野歳末期にCO‡呼出産（デツケークー中）及び乾物試

料についての椴・澱粉含量（ミクロベルトラン庄一gh－

印5g換算）を測徹した■

良　種箸価値

植付の2過前及び4週前に室内散光下にさらした前記

処理規準の一一部奇，1区0・1α．さ迷乱触法で掠準栽培

したく植付期：4月訪日，栽植野鹿＝巧×亜膚）・

2．試験穂果並びlこ考察

1　処理約度について

貯蔵末期（6月通日）において，萌芽抑制効果は供試

両品種とも0・1g以上の区に鍵めて扱者に認められた・

しかしながら処理塊垂は細管束に沿ってエソの発生が見

られ．特に0・15g以上の区に着しかった（第1表）・な

ぉこれらの転巣を既往における各種薬剤処理結果に比較

すると．本処理は飯がヤゝ多く・鴇壬減少歩合が高くな

ってレヽる．

第1表　かβ〃処理横慶と萌芽抑制効果（1媚2）
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江1）処理期日：1961年11月10日，開査期日‥6月15日
2）芽長8鰭以上を萌芽とみなす（以下同じ）・


